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1上記の最終投資ファンドは確定ではなく、変更する可能性があります。ファンド及びストラクチャーが変更となった場合、改めて書面にてご説明いたします。

ファンド名 ｘAIファンド

投資対象
X.AI Corp.（以下“xAI”）の普通株式、優先株式、Convertible Note、
出資持分等のいずれか又は複数を直接的、あるいは間接的に組入れるファンド
本ファンドはxAIを最終投資対象とするファンドに投資するファンド・オブ・ファンズとなっております。

組入れファンドの概要

組入予定ファンド 最終投資ファンド

ファンド名 ZX HJJ IV LLC AI Growth Fund, LP

主要投資対象 AI Growth Fund, LPファンド持分
X.AI Corp.の普通株式、優先株式、Convertible Note、
出資持分等

主な投資制限
X.AI Corp.を保有するファンド持分、
X.AI Corp.株式等に制限

X.AI Corp.株式等に制限
※仮に、X.AI Corp.が一部事業をスピンオフし、それに伴う
関連株式が付与された場合、その株式等を保有する可能性
があります。

分配方針
投資有価証券を流動化できる事象が発生した際に、投資家
（匿名組合員）に対し、現金で分配

投資有価証券を流動化できる事象が発生した際に、ZX HJJ 
IV LLCに対し、現金または株式等で分配

ベンチマーク なし なし

手数料等
セットアップ費用：なし
管理報酬：なし
成功報酬：なし

セットアップ費用：なし
管理報酬：10%（一括）
成功報酬：なし

投資運用会社 Zanbato Advisors LLC Washington Harbour Partners GP, LLC

設定日 2024年4月17日 2024年4月30日

ファンドの概要
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※販売会社各社で設定している募集総額または募集上限人数に達した場合、販売会社毎に募集を終了します。

募集期間
マネックス証券株式会社： 2024年7月16日〜2024年7月26日

HiJoJo Partners株式会社： 2024年7月1日〜2024年7月26日

募集単位 1口20万円、最低10口200万円以上

募集総額

20億円

マネックス証券株式会社：10億円

HiJoJo Partners株式会社：10億円

募集上限人数

490人

マネックス証券株式会社：250人

HiJoJo Partners株式会社：240人

申込受付方式

マネックス証券株式会社：先着順
HiJoJo Partners株式会社：先着順

※ファンド申込の先着順で契約が成立します

契約期間 2029年7月31日まで（5年間）

販売会社

マネックス証券株式会社

東京都港区赤坂1丁目12番32号

関東財務局長（金商）第165号

一般社団法人第二種金融商品取引業協会加入

代表取締役：相川 浩

HiJoJo Partners株式会社

東京都港区西新橋一丁目7番2号

関東財務局長（金商）第3065号

一般社団法人第二種金融商品取引業協会加入

代表取締役：メンザス・スピリドン

ファンドの概要
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営業者 合同会社HiJoJo.com12

東京都千代田区霞が関三丁目2番5号

代表社員：一般社団法人HiJoJo.com

職務執行者：村上達洋

運用会社 HiJoJo Partners株式会社

東京都港区西新橋一丁目7番2号

関東財務局長（金商）第3065号

一般社団法人日本投資顧問業協会加入

代表取締役：メンザス・スピリドン

運用責任者：メンザス・スピリドン

事務管理受託者 HiJoJo Partners株式会社

東京都港区西新橋一丁目7番2号

代表取締役：メンザス・スピリドン

営業者（合同会社）

• 1つの匿名組合を運営
• 資産として投資有価証券等を保有

ファンド勧誘・販売

匿名組合
合同会社における事業主体

ファンドの勧誘・販売

第二種金融商品取引業

運用指図

匿名組合の資産運用を行う

投資運用業

運用委託

匿名組合出資/出資持分取得

ファンド販売・事務委託

売却者
ファンドの投資先企業
自体、もしくは既存株主

組入予定ファンド、売却者の
間で株式譲渡契約等を締結

組入予定ファンドの
投資先企業
• 株主移転の承認
• 株主名簿の書換等の権利
移転処理

最終投資ファンド

投資家
匿名組合出資契約を締結、出資した匿名組合員

投資

組入予定ファンド

ファンドの概要



手数料の概要
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手数料項目
[手数料受取者]

計算期間（次ページ参照）

第1期 第2期 第3期 第4期 第5期

販売報酬
[販売会社] 1% 1% 1% 1% 1%

管理報酬
[運用会社] 1% 1% 1% 1% 1%

事務管理委託手数料
(営業者運営手数料を含む)
[事務管理受託者・営業者]

1% 1% 1% 1% 1%

（A）出資金に対する
計算期間毎の手数料率 3% 3% 3% 3% 3%

（B）出資金に対する
全契約期間の累計手数料率 15%

手数料項目
[手数料受取者] 終了時

成功報酬
[運用会社] 22%

手数料の概要

 匿名組合出資額から、契約
期間満了を前提とした累計
の手数料(Ｂ)を、あらかじめ
分別管理いたします。

 匿名組合出資額から累計手
数料(Ｂ)を差し引いた額が、
投資有価証券の買付（買付
時費用含む）に充てられます。

 手数料受取者は、匿名組合
の計算期間の各年次の手数
料(Ａ)を、年次毎に前払いで
受領いたします。

 契約満期前にファンドが終
了した場合、終了日の翌計
算期間以降の本手数料は返
還されます。

匿名組合出資額に対する手数料率（％） （税込）手数料

❶

 本手数料の計算対象範囲は、本ファンドにより生じ
る収入から本ファンドに係る費用や損失等をすべ
て控除した金額が1口あたり出資金額を超過した
額を指します。（超過しない場合、本手数料は発生
しません）

 本手数料は、本ファンド終了時に本ファンドの財産
から控除いたします。

手数料

❷

成功報酬の計算対象範囲に対する手数料率（％） （税込）

手数料の全体像

手数料

❷

出
資
時

ファンド資産の売却額
（売却時諸費用等控除後）

手数料

❶
投資有価証券充当分
買付時諸費用等含む

手数料 ❷（成功報酬）の
計算対象範囲

匿名組合出資額
（お客様からの出資金）

終
了
時

諸費用をここから控除した上で、お客様の出資比率に応じて分配

匿名組合出資額相当額

お客様への分配金の原資

本図表は、手数料についての説明を行う便宜上、
ファンド資産の売却額が匿名組合出資額を上
回った状態を表現しています。実際のファンドに
おいては、ファンド資産の売却額が匿名組合出資
額を下回る場合もございます。ご了承ください。

本ファンドはファンド・オブ・ファンズ形式をとっているため、投資先のファンドにて手数料等費用が発生することがあります。
詳細については、「ファンドの募集条件」の「投資予定ファンドに係る費用」欄を参照ください。



ファンドの募集条件
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出資形態 商法第535条に規定される匿名組合契約に基づく出資

募集総額 20億円

HiJoJo Partners株式会社：10億円

※販売会社各社で設定している募集総額に達した場合、販売会社毎に募集を終了します。

目標募集金額 1億円

募集期間内において

１．目標募集金額に達しない場合、営業者は本募集を中止します。

２．目標募集金額を超えた場合、営業者は目標募集金額を超えた場合であっても募集を継続します。

募集単位 1口20万円、10口200万円以上

募集期間 2024年7月1日〜2024年7月26日

募集総額等の動向により、営業者の判断で、本募集期間の途中でも本募集を終了する場合があり、また本募集期間の延長の可能性もあります。

払込期間 募集終了日から起算して8日経過以降、販売会社に預託されている金銭から一括払込が行われます。

契約期間 契約締結日から2029年7月31日まで

計算期間 毎年8月1日から7月末日までを期間とする年1回とします。



販売報酬 出資金1口当たり5.0％(消費税込)相当額を契約期間満了日までの販売報酬(1計算期間当たり1.0％、消費税

込)として、出資金より分別管理したうえで、匿名組合の計算期間ごとに前払いで受領いたします。

なお、満期前にファンドが終了した場合、終了日の翌計算期間以降の販売報酬は返還されます。

事務管理委託手数料 出資金1口当たり5.0％(消費税込)相当額から営業者運営手数料を控除した金額を契約期間満了日までの事務

管理委託手数料として、出資金より分別管理したうえで、匿名組合の計算期間ごとに前払いで受領いたします。

なお、満期前にファンドが終了した場合、終了日の翌計算期間以降の事務管理委託手数料は返還されます。

営業者運営手数料
（事務管理委託手数料に含まれる）

1,000,000円
(1計算期間当たり200,000円)(消費税込)に本匿名組合員出資金割合を乗じた金額

管理報酬 出資金1口当たり5.0％(消費税込)相当額を契約期間満了日までの管理報酬(1計算期間当たり1.0％、消費税

込)として、出資金より分別管理したうえで、匿名組合の計算期間ごとに前払いで受領いたします。

なお、満期前にファンドが終了した場合、終了日の翌計算期間以降の管理報酬は返還されます。

成功報酬 本ファンドにより生じる収入から本ファンドに係る費用や損失等をすべて控除した金額が1口あたり出資金額を

超過した場合には、その超過額の22.0％(消費税込)に相当する金額を本ファンドの財産から控除します。

投資予定ファンドに係る費用 1ページ「組入予定ファンドの概要」の「手数料等」欄を参照ください。

一方、税金、監査費用、弁護士費用、有価証券等の売買に係る手数料等が投資対象ファンドの運用財産から支払

われることがあります。なお、当該費用の合計額については、投資対象ファンドにおける運用期間や原資産とな

る有価証券等の売買条件により異なるため、表示することができません。

ファンドの募集条件
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ファンドの募集条件
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募集上限人数 490人

HiJoJo Partners株式会社：240人

販売会社毎の内訳は募集期間中に営業者の判断により変更される可能性があります。

営業者は、募集上限人数を超えた場合であっても、営業者の判断により499人まで申込を受け入れることがあります。

申込受付方式 HiJoJo Partners株式会社：先着順

※ファンド申込の先着順で契約が成立します

※販売会社各社で設定している募集総額または募集上限人数に達した場合、販売会社毎に募集を終了します。

本営業の(一部)中止 ①本ファンドの募集の結果、目標募集金額に達しない場合、②投資対象の売買金額、数量その他の条件に鑑みて投資実行

の全部又は一部をしないと運用会社が判断した場合、又は③投資対象の売買実行までの間に、投資対象に対して新たに判

明した事実、あるいは本ファンドの特性並びに金融商品取引法及び関係法令の遵守に鑑み、投資実行の全部又は一部をし

ないと運用会社が判断した場合、本営業の全部又は一部を遂行しないものとします。この場合、出資金を匿名組合契約約款

第５条第２項の定めに従い計算し、返還いたします。

早期終了 投資対象が契約期間内に株式上場(IPO)あるいは他事業者からの買取り(M&A)等のイベントが発生した場合には、契約

期間満了前に早期終了します。また、契約期間内に相当な含み益が発生した場合等には、運用会社の判断により、転売によ

る早期終了が行われることもあります。



ファンドの募集条件
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配当金 投資対象から配当金が発生した場合は、諸経費を差し引いた金額が配当金として分配されます。

分配金 早期終了が行われた場合、早期終了のスケジュールに合わせて契約期間満了前に分配が行われます。早期終了が行われな

かった場合、契約期間満了までに運用会社の判断により対象株式等が売却され分配が行われます。なお、分配金の金額は、

売却代金から諸経費及び成功報酬(もしあれば)を差し引いた金額となります。

売買等費用 ファンドの投資対象となる有価証券の売買に伴う売買手数料及び送金手数料、外貨建て資産への投資に伴う為替手数料を

お客様の出資金からご負担いただきます。なお、売買等費用は売買等の相手方等により相違・変動するものであり、事前に

料率等を明示することができません。

振込手数料 本ファンドに係る出資金の払込みのための振込手数料は別途お客様により、営業者による分配金等の返還のための振込手

数料は、本ファンドの財産から控除することでお客様にご負担いただきます。なお、振込手数料は取扱金融機関により異な

るため、明示することができません。

中途解約及び
ファンド持分の譲渡

本ファンドはお客様の申し出による中途解約や、本ファンドの持分を営業者の承諾無く、譲渡又は担保設定その他の処分を

することができないため、換金性はありません。

契約の承継 相続の場合、1名に限り営業者の書面による承諾を得て出資者たる地位を承継することができます。

契約の解除 本匿名組合契約は、金融商品取引法第37条の６に基づくクーリング・オフの規定の適用はございませんが、本件は電子申

込型電子募集取扱業務に該当するため、申込を行った日を含めて８日以内であれば、その申込を撤回することができます。



最終投資予定企業の概要

xAIの概要
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最終投資予定企業の概要

10出所：xAI公開情報、HiJoJo Partnersが独自に入手したxAI社資料/レポートより

Grok事業

• X（旧Twitter）を利用してリアルタイム情報にアクセス

• コーディング能力や問題解決能力を評価するスコアに対してはるかに短い準備期間で
Grok-1はOpenAI社のChatGPT3.5のスコアに追いついた

• オープンソース化により広く利用が可能

戦略的

パートナーシップ

宇宙関連企業のSpaceX社、電気自動車(EV)メーカー大手のTesla社、脳波を活用し
た技術開発のNeuralink社などマスク氏の他企業と連携し、独自のリアルタイムデータや技
術を利用してAIモデルを迅速に教育、強化し、応用範囲の拡大を可能にしている

AI開発トップの

チームメンバー

DeepMind社、OpenAI社、Googleリサーチ、Microsoftリサーチ、Tesla社に在籍した
AI研究者やトロント大学などの学術機関で働いた経験を持つAI研究の精鋭をそろえた卓
越したチーム



最終投資予定企業の概要

Summary
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企業名 X.AI Corp. (以下、「xAI」）

本社所在地 米国

代表者 Elon Reeve Musk（イーロン・マスク）

設立 2023年

事業内容 人工知能（AI）研究、対話型AI開発

直近の資金調達額 2024年5月: 60億USドル

累計調達額 61.3億USドル

調達後評価額 240億USドル（約3.8兆円）※ 2024年5月

企業概要

沿革 共同創業者兼最高経営責任者

主要事業

2023年 3月 米国ネバダ州設立

7月 xAIの設立を発表

8月 対話型AI/AIチャットモデル「Grok-0」を公開

11月 「Grok-1」を公開

2024年 1月 シリーズA資金調達完了

3月 Grokの新モデル「Grok-1.5」を公開

4月 Grokの新モデル「Grok-1.5v」を公開

5月 シリーズB資金調達完了

xAIは、最先端のAIモデルの構築を目指している。xAIは
「Muskonomy」*と緊密に連携し、独自のデータ、特殊なAI
ハードウェア、トップクラスのエンジニアリング人材など、重要なリ
ソースへのアクセスを提供している。

2024年5月、60億ドル（約9540億円）※を調達し、この資
金を高度なインフラ構築と研究開発に使うと発表している。

*マスク氏関連の会社での経済活動や数十億ドル規模のファイナンスを「マスコノミー（Muskonomy）」と呼ぶ

Elon Reeve Musk (イーロン・リーヴ・マスク)

xAI CEO

SpaceX CEO、Tesla、Paypal 共同創業者

• 1995年、オンラインコンテンツ出版ソフトZip2を創業。その後
2,200万ドルで売却。

• X.com社（Paypal前身）を創業。後に約1億8,000万ドル
で売却。（CNBC記事）

• 2016年、トンネル採掘会社であるボーリングカンパニー社および
ブレイン・マシン・インタフェース企業のニューラリンク社を創業。

• 2021年1月、保有株式の値上がりに伴い、純資産が1,885
億ドルとなる。ジェフ・ベゾスを抜き、世界一の大富豪となった。

※:USD@159円換算
出所：xAI HP、xAI公開情報、CNBC記事、HiJoJo Partnersが独自に入手したxAI社資料/レポートより作成



最終投資予定企業の概要

市場規模
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生成AIの市場規模､10年以内に1.3兆ドルまで
拡大する試算

出所：Bloombergの2023年のレポートより（グラフのデータはBloomberg Intelligence,IDCより）
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生成AIの収益 総テクノロジー支出に占める生成AIの割合
 OpenAI の ｢ChatGPT｣ や Google の

｢Gemini（旧Bard）｣など､消費者向け
人工知能（AI）ツールのリリースによって
AIブームが起きた

 生成AI市場は2032年までに売上高
ベースで1兆3000億ドル（約200兆
円）規模と､2022年度の400億ドルから
大きく成長する見通し



最終投資予定企業の概要

Grok事業
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 xAI社が開発している対話型AI

 X（旧Twitter）のプレミアム有料プラン(年額84ドル)、プレミアム
プラス有料プラン(年額168ドル)に加入するとGrokを使用できる
→既にGrokがXに組み込まれている事で売上は発生している
→今後の成長ドライバーとしてXユーザーの利用者増による売上増、Grokアプリ単体やGrokの
APIを提供する予定

Grokの特徴：
 他社がアクセスできない、Xに書き込まれる大量のリアルタイムデータ
を活用している
→最新のニュースやトピックに対しても回答が可能
→月間利用者数：5.5億人（2024年3月時点）
→エンゲージメントが高いほどGrokのAIモデルはスケール化するビジネスモデル

 一般的な対話型AIが回避する「道徳や社会に反するような質問」へ
の回答や他の対話型AIよりユーモアのある自然な回答が可能

 オープンソース化
→ソフトウェアのプログラム（ソースコード）が一般公開され、誰でもソースコードの使用・ダウン
ロード・改良などが可能

出所：xAI公開情報、HiJoJo Partnersが独自に入手したxAI社資料/レポートより



最終投資予定企業の概要

Grok事業–成長性
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xAI Grok vs. OpenAI ChatGPTパフォーマンス
LLM(大規模言語モデル)評価指標で比較を行なった結果、Grok-1は、僅か4か月
でChatGPT-3.5(GPT-3からの開発期間2年)を上回るパフォーマンスを達成

 GPT-3.5は2021年まで、GPT-4は
2023年までの情報しか含まれていない

 Grok-1はリアルタイムの情報を活用し
ている

 2024年中にローンチする予定の
Grok-2はChatGPT4に並ぶか超える
ものとなる予定

GSM8k: 中学生レベルの数学の問題を用いて、数学的推論能力を評価するベンチマーク
MMLU: AIモデルの包括的な言語理解能力を評価するベンチマーク
HumanEval: AIモデルのプログラム作成能力を評価するためのコード生成ベンチマーク
MATH: 数学的問題解決能力を評価するベンチマーク

xAI Grok vs. OpenAI ChatGPT

AIモデルテスト Grok-0 Grok-1 GPT-3.5 GPT-4

GSM8k 56.8% 62.9% 57.1% 92.0%

MMLU 65.7% 73.0% 70.0% 86.4%

HumanEval 39.7% 63.2% 48.1% 67.0%

MATH 15.7% 23.9% 23.5% 42.5%

リリース（公開） 2023年8月 2023年11月 2022年11月 2023年3月

開発期間 2カ月 Grok-0から2カ月
GPT-3から

2年
GPT-3.5から

6カ月

出所：xAI公開情報、OpenAI公開情報、HiJoJo Partnersが独自に入手したxAI社資料/レポートより



最終投資予定企業の概要

Grok事業–成長性
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xAI Grok vs. OpenAI ChatGPTの回答
質問: 「ドナルド・トランプが選挙に勝つ可能性はどれくらいですか？」

出所：HiJoJo Partnersで実施した、ChatGPTアプリ及びXアプリの結果より。

ChatGPT-4
回答: 「すみません、その選挙の結果に関する
情報は持っていません。」

Grok-1.5 ユーモアモード
回答: 「ウェブのデータによると、トランプが有利なようです。ある情報では、シ
ミュレーションでバイデンより少し有利になっています。でも、これはあくまでシミュ
レーションや世論調査ですから、その信頼性は分かりません。ヒラリー・クリントン
大統領に聞いてみてください。 」



最終投資予定企業の概要

戦略的パートナーシップ
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マスク氏は10年以上にわたり様々なベンチャービジネスや投資を通じてAIに関与し
ておりAIのビジネスへの応用分野において世界でもトップ経営者の一人
AI分野の多くの主要プレーヤーは比較的閉鎖的なアプローチで技術を開発している中、マスク氏は2023
年3月にxAI社を設立し、透明性の高いオープンソースアプローチを通じて「真実を追求するAI」を目指す。

DeepMind社に投資
し、同社の発展を指導
し監視する

マスク氏とアルトマン氏、
その他のパートナーで
OpenAI社を設立

Tesla社が画像認識機
能を備えた初の自動運
転機能を発表

マスク氏はTesla車が人
間のように学習する新し
い自動操縦装置のテスト
に成功

xAI社を設立SpaceX社のCrew 
DragonがISSに無事
ドッキング成功

次世代のDojoはLLM
と連携すると発表

出所：xAI公開情報、HiJoJo Partnersが独自に入手したxAI社資料/レポートより

2011年2月 2015年12月 2021年8月 2023年4月

2014年10月 2016年6月 2020年5月 2023年3月 2023年7月

Tesla社はロボットヒュー
マノイド「Optimus」を発
表

人間の脳をコンピューターに
接続して人間と連携したAI
を作成するNeuralink社を
設立

Tesla社はビデオデータ
を処理するスーパーコン
ピュータ「Dojo」の開発を
発表

2019年8月



最終投資予定企業の概要

最先端の脳コンピューターインターフェース技術
• 神経活動データ
• 視覚、運動、発話、行動データ
• 外科用ロボット

事業–今後の成長性

17

マスク氏は有力な関連会社と連携し自社AIモデルを強化

設立: 2003年
従業員数: 121,000+
時価総額: 約5,840億㌦

世界で最も売れている車 モデルY 
• 現実世界の視覚、センサーデータ
• 自動操縦、ナビゲーションデータ
• DoJo: 特殊なAIハードウェア
• Optimus:人型ロボット

設立: 2006年
従業員数: 3,700+
時価総額: 約190億㌦

グローバルコミュニケーション・SNSアプリ
• 月間5.5億人ものリアルタイムの会話と交流
• パーソナライズされた興味とトレンド
• グローバル プラットフォーム

設立: 2002年
従業員数: 13,000+
時価総額: 約1,800億㌦

世界No.1のロケット打ち上げサービス
プロバイダーと世界最大の衛星群
• 現実世界/宇宙のセンサーおよびナビゲー
ションデータ

• 惑星および天文データ
• デバイスおよびネットワーク情報

設立: 2016年
従業員数: 440+
時価総額: 約50億㌦

出所：HiJoJo Partnersが独自に入手したxAI社資料、Pitchbook Data (2024-06-24)、Yahoo Finance (2024-06-24) 、Reuters記事、The New York Times記事をもとにHiJoJo Partnersが作成



最終投資予定企業の概要

事業

18

AIチップやAIサーバーの不足回避のためNvidiaやOracleと
の提携強化

 AIの進展に伴い、AIチップの重要性
が増している
→ 学習のために大量のデータが必要。その
データを効率的に処理するためにはAIチッ
プが必要である

 マスク氏はTesla向けに確保した
NVIDIAのAIチップをxAIに転用した

 Oracleと100億ドルのクラウド契約を締
結し、同社のクラウドサーバーを数年間使
用する予定だと報じられている

出所：CNBC記事、Reuters記事より



最終投資予定企業の概要

エグジット計画
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本ファンドでは、契約期間内における企業評価額の成長に期待

生成AI市場の爆発的な成長

イーロン・マスク氏が起業したスタートアップであり、短期間で向上したパフォーマンス

やスケール化への期待

本ファンドのEXIT戦略について
ファンド契約期間内に最終投資予定企業であるxAIがIPO等によりEXITしなかっ
た場合は、投資先ファンドの出資持分をセカンダリーマーケットで売却することにより
現金化しファンドを償還いたします。

本ページの内容は、HiJoJo Partners独自の見解および見通しであり、その実現を保証するものではありません

今後のxAI社からの財務情報等の開示については限定的であると思われます。



最終投資予定企業の概要

過去の資金調達等のイベントと主な投資家

20出所: PitchBook Data, Inc(2024-06)

主な投資家
• Andreessen Horowitz
• Fidelity International Strategic Ventures
• HOF Capital
• Lightspeed Venture Partners
• Sequoia Capital

#
資金調達等の

イベント
実施年月

単位：百万US㌦

調達/売出金額 累計調達額 事前評価額 事後評価額

1 Series A 2024-01 134.68 134.68
2 Series B 2024-05 6,000.00 6,134.68 18,000 24,000

2024年5月末に総額60億US㌦の新規調達を行った事
により、事業運転資金を確保

本ファンドの取得方法（予定）

xAIの株式を直接又は間接的に保有するファンドへの持ち分を取得予定

本ファンドの取得予定価格

直近資金調達Series Bの事前評価額180億US㌦の価格(11.97US㌦)
+10％の管理報酬での買付予定
ただし、直近資金調達シリーズBの事前評価額180億US㌦の価格(11.97US㌦)から20%アップの時価総額約216億US㌦(14.36US
㌦)を買付価格の上限とする。

※買付の条件が著しく不利になる等により、投資実行の全部又は一部をしないと運用会社が判断した場合、ファンドの営業を中止する場合もあります。この
場合、出資金を匿名組合契約約款第５条第２項の定めに従い計算し、返還いたします。詳しくは本ファンドの募集条件をご確認ください。



最終投資予定企業の概要

X.AI Corp.の事業上のリスク①
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技術/製品が市場に受け

入れられないリスク

以下の場合、同社の売上は予想したほど伸びず、事業および経営成績に悪影響を及ぼす可能性がある。

• 対象とする市場に対して同社のサービスの導入が予想通りに進捗しない。

• ターゲット顧客が同社の製品およびサービスを購入しない。

• 同社が顧客のニーズを満たすサービスを開発・導入・継続的な改善ができない。

財務リスク

• 将来収益性を達成または維持できない可能性がある。

• 販売およびマーケティング活動の強化、技術・製品・サービスおよび設備投資への投資が今後も続くため、

営業費用は今後も増加が予想される。また、予想以上に費用がかかる可能性があり、それを補うだけの

収益増を確保できるかは保証できない。

競合他社のリスク

同社のターゲット市場において既に多くの顧客を抱えている大手企業が、同社のサービスの特長と競合す

るサービスをより安価に提供し始めることが可能になった場合、顧客とのリレーションや営業網のカバレッ

ジ（より多くの顧客に迅速にリーチする）での充実度の違いが脅威となり得る。また、さらに優れたサービス

を提供する企業が出現する可能性もある。



最終投資予定企業の概要

X.AI Corp.の事業上のリスク②
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顧客ニーズの変化等への

対応力

急速な技術の進歩、市場環境の変化等により、その時々の顧客のニーズを満たすサービスを実現できない

可能性がある。また、その変化に対応できる人材を確保できない可能性がある。

サービスの質や何らかの

事件・事故が起きた場合

に対する訴訟リスク

提供されたサービスによって、何らかの事件・事故・紛争が起きた場合の対応と訴訟リスクにより、イーロ

ン・マスク氏個人や会社のブランドと評判に対する損害リスクがある。

グローバル展開のリスク

事業をグローバル展開する際、以下のリスクがある。

• 現地での有能な従業員の確保ができないリスク

• 現地特有の法律および規制の違反に関連するリスク

• 知的財産権を保護しない区域での運営リスク

• 輸出管理法および規制への準拠および適用、貿易および経済制裁の規制リスク

• 政府の承認、ライセンス、またはその他の承認の取得に関するリスク

• 潜在的な制裁、罰金またはその他の貿易障壁

• 政治的および経済的不安定に対するリスク

• 会計処理の増加など、国際的なビジネスのコストの増加に対するリスク

• 国際収益に対する二重課税など、税金に対するリスク



本ファンドはファンド・オブ・ファンズです

本ファンドは株式や債券等の有価証券に直接投資するのではなく、投資対

象企業に投資している一又は複数の国内外の投資法人、投資信託等に投

資して、運用を行う仕組みです。

本ファンドの最終投資先は非上場企業です

本ファンドは、元本の返還が補償されているものではありません。

投資対象企業の経営状況の変化等によりお客様の出資金に損失が発生

するのみならず、投資対象企業が倒産等した場合、出資金がゼロになるリ

スクがあります。

投資対象企業は証券取引所に上場している企業と異なり、情報開示や会

計監査等義務を負っていません。故に投資対象企業の事業に関する重要

な情報や財務情報が開示されない場合があります。

投資対象企業の多くは損益が黒字化しておらず、定期的に資金調達を行

う必要があります。資金調達が計画通りに実行されなかった場合、投資対

象企業の事業継続資金が枯渇し、倒産等するリスクがあります。

本ファンドは為替ヘッジ取引を行いません

本ファンドは海外の有価証券に投資する場合があります。その際、為替

レートが変動することによるリスクが発生しますが、本ファンドはそのリス

クを回避・軽減する取引（為替予約契約等為替ヘッジ取引）を行いません。

本ファンドは譲渡や中途解約はできません

本出資持分には、その譲渡に際して営業者の承諾を要する譲渡制限が付

されています。

本出資契約は中途解約することはできません。

本ファンドは匿名組合契約です

出資対象事業に係る権利及び義務は全て営業者に帰属するため、お客様

は、営業者の行う行為について第三者に対して何らの権利も有さず、損益

の分配のみを受けることになります。

出資対象事業の運営は、全て営業者が行います。当該運営をお客様が自

ら行い又は指図等により営業者の意思決定に関与することはできません。

出資対象事業の収益性は、営業者及びその業務委託先の能力、経験、ノウ

ハウ等に大きく依拠します。

本ファンドのリスク（概要）

23

詳細については別途交付されている契約締結前交付書面を参照ください。



その他注意事項

本ファンドの利益分配金は個人投資家の場合、雑所得として総合課税され

ます。利益分配金の一部は営業者により源泉徴収され、税金の申告をお客

様にてご自身で行う必要があります。

当社は、本ファンドの発行者やその内容についてのお客様からの照会に対

して、電話または訪問の方法により回答することはできません。お問合せ

の際は、当社ウェブサイトの問合せ機能等によりご照会ください。

営業者とお客様の契約に基づいて、営業者がお客様に対して提供する義

務を負う情報については、当社ウェブサイトにおいて提供いたします。

本ファンドのリスク（概要）

24

詳細については別途交付されている契約締結前交付書面を参照ください。
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本ファンド説明書（以下、「本説明書」）は、合同会社HiJoJo.com12（以下、「本営業者」）及び本営業者から投資一任を受けて運用を行うHiJoJo Partners株

式会社（以下、「本運用会社」）からの情報提供に基づき、HiJoJo Partners株式会社（以下、「本販売会社」）が、私募の取扱いを行う匿名組合出資持分（以下、

「本ファンド持分」）の勧誘資料として作成したものであり、金融商品取引法に基づく開示書類又は交付書面ではありません。

本説明書の内容と本ファンド持分に係る匿名組合契約又は別途交付する契約締結前交付書面の内容に齟齬がある場合には、匿名組合契約又は契約締結前交

付書面の内容が優先しますので、本ファンド持分の取得にあたっては、必ず匿名組合契約及び契約締結前交付書面をご確認ください。

本説明書には、本営業者が取得する予定の有価証券の発行会社（以下、「本発行会社」）に関する情報（以下、「本発行会社情報」）が記載されておりますが、かか

る情報は、本ファンド持分の取得に関するお客様の投資判断の参考のために、本営業者が取得する予定の銘柄情報の提供のみを目的としており、本発行会社

が発行するいかなる有価証券等の取得を勧誘するものではありません。

また、本発行者情報は、本運用会社からの情報提供に基づき本販売会社が作成したものではありますが、本販売会社は本発行会社情報（そこに含まれるデータ・

意見等を含みます。）の正確性・確実性・完全性を何ら保証するものではありません。

本説明書には、法律、会計、財務、税務及びコンプライアンスに関するお客様向けの助言は一切含まれておりません。それらの助言はお客様の弁護士、財務アド

バイザー、会計士及び税理士等の専門家へお問い合わせください。また、当資料のご利用ならびに本ファンド持分の取得に関する最終決定に際しましては、お

客様自身のご判断でなされますようお願い申し上げます。

商号等：HiJoJo Partners株式会社

登録番号関東財務局長（金商）第3065号

加入協会：一般社団法人 第二種金融商品取引業協会

重要事項



マネックス証券からのお取引に関するご留意事項

本セミナーでは、セミナーでご紹介する商品等の勧誘を行うことがあります。
マネックス証券株式会社および説明者は、セミナーおよび関連資料等の内容につき、その正確性や完全性について意見を表
明し、保証するものではございません。情報、予想および判断は有価証券の購入、売却、デリバティブ取引、その他の取引を
推奨し、勧誘するものではございません。過去の実績や予想・意見は、将来の結果を保証するものではございません。
提供する情報等は作成時または提供時現在のものであり、今後予告なしに変更・削除されることがございます。当社および
説明者はセミナーおよび関連資料等の内容に依拠してお客様が取った行動の結果に対し責任を負うものではございません。
銘柄の選択、売買価格などの投資にかかる最終決定は、お客様ご自身の判断と責任でなさるようにお願いいたします。なお、
セミナーおよび関連資料等は当社および情報提供元の事前の書面による了解なしに複製・配布することはできません。記載
内容に関するご質問・ご照会等にはお応え致しかねますので、あらかじめご容赦ください。

私募ファンド（二項有価証券）取引に関する重要事項

＜リスク＞
私募ファンド（二項有価証券）は、値動きのある有価証券等に投資を行うため、評価金額は変動いたします。そのため、投
資元本が保証された商品ではありません。また、一般的な公募ファンドより開示情報が限定的であるため、情報取得が難し
いという特性があります。なお、私募ファンド（二項有価証券）は当社が第二種金融商品取引業者として、私募の取扱い
を行う商品です。
価格変動リスク：組み入れた有価証券等の値動きの影響により評価金額が変動するため、元本損失が生じることがあります。
信用リスク：組み入れた有価証券等の発行者の経営・財務状況の変化およびそれらに関する外部評価の変化等に基づき
評価金額が変動するため、元本損失が生じることがあります。
為替変動リスク：外貨建ての有価証券等に投資を行う際には、外国為替相場の変動によっても円換算での評価金額が変
動し、外貨建てでは投資元本を割り込んでいなくても、円換算での投資元本を割り込み、元本損失が生じることがあります。
中途解約のリスク：契約締結後、原則として償還時まで解約ができません。
上記の他に、販売する各ファンドに固有のリスクがある場合があります。



＜手数料等＞
当社が取扱う私募ファンド（二項有価証券）においては、購入手数料はかかりませんが、ファンドの運用期間中にご負担い
ただく費用として出資金に対して合計最大年率3.00％（税込）の販売報酬、管理報酬、事務管理委託手数料、営業
者運営手数料、その他費用がかかります。また、投資予定ファンドに係る費用として、投資対象ファンドの取得時に10.0%の
費用がかかります。このほか、償還時にファンド資産の売却額（売却時諸費用等控除後）から出資額を控除した額に対し
て最大22.0％（税込）の成功報酬がかかります。また、出資金により取得した投資対象ファンドにおいて、管理報酬、税金、
保管費用、監査費用、弁護士報酬、有価証券等の売買に係る手数料等が投資対象ファンドの運用財産から支払われる
ことがあります。これらの費用については、現時点では確定していないため、費用上限を明記することはできません。
＜申込の撤回＞
当社の取り扱う私募ファンド（二項有価証券）は、電子申込型電子募集取扱業務として販売しております。そのため、申
込日から起算して8日を経過するまでの間は申込の撤回ができます。申込の撤回は当社コールセンターにて受付しております。
＜ファンドの審査＞
当社はファンドを販売するにあたり、各ファンドの営業者に関し、一般社団法人第二種金融商品取引業協会の定める自主
規制規則に沿って、合理的な審査を実施しています。
資金調達者としての適格性
事業の適法性、社会性等
目標募集額および資金使途が事業計画に沿って策定されていること
出資金の分別管理体制
出資対象事業に関する情報提供を行う体制の整備
＜その他＞
私募ファンド（二項有価証券）のリスク・手数料等の詳細は、当社が商品の取扱いを開始するときに当社のウェブサイトに表
示いたします。ウェブサイトにおける私募ファンド（二項有価証券）に関する説明、契約締結前交付書面、匿名組合契約
書、ファンド商品説明書等の販売に関する資料を必ずお読みいただき、十分にご理解いただいた上でお取引ください。

マネックス証券からのお取引に関するご留意事項

マネックス証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第165号
加入協会：日本証券業協会、一般社団法人 第二種金融商品取引業協会、

一般社団法人 金融先物取引業協会、一般社団法人日本暗号資産取引業協会、
一般社団法人 日本投資顧問業協会


